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そ
の
周
辺
の
園
衙
百
姓
が
重
要
な
位
践
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
史
料
酌
に
も

明
ら
か
で
あ
る
（
『
備
中
圏
翫
見
庄
史
料
』
所
奴
、
一
七
五
号
文
書
）
。
隣
接
の

諸
庄
園
及
び
守
護
領
・
濁
衙
領
と
の
関
達
の
上
に
、
あ
る
特
定
の
庄
園
を
問
題

に
す
る
こ
と
は
、
境
在
研
究
の
立
ち
遅
れ
て
い
る
地
域
的
な
分
業
縢
を
追
究
し
、

ゆ
た
か
な
中
世
史
を
あ
と
づ
け
る
た
め
の
諜
題
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
国
衙
領
は
室
晦
期
に
入
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
守
護
の
支
配
に
属
し
、
国
衙

領
と
し
て
の
独
自
な
性
格
は
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
比
で
は
な
い
に
し
て
も
、
庄

園
制
一
般
を
考
え
る
場
合
に
は
除
い
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

杉
山
氏
が
庄
園
解
体
過
程
の
研
究
に
さ
れ
た
の
は
東
航
路
・
久
我
家
領
庄
園
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
庄
園
研
究
に
は
岡
衙
傾
の
問
題
を
併
考
す
る
必
要
は
な
い
と

し
て
も
、
た
と
え
ば
鎌
倉
時
代
に
お
こ
り
、
室
町
時
代
に
最
盛
期
を
む
か
え
た

禅
宗
五
山
派
寺
院
の
所
領
支
配
、
ま
た
そ
れ
に
代
っ
て
出
て
き
た
大
徳
寺
・
妙

心
寺
派
の
寺
院
、
こ
れ
は
何
を
基
盤
に
し
て
出
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

ら
が
果
し
て
庄
園
領
主
と
呼
び
う
る
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
も
問

題
に
な
る
が
、
そ
の
繁
栄
の
一
因
に
は
国
衙
領
の
帰
趨
が
関
係
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
し
、
こ
の
問
題
を
解
明
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
庄
園
史
研
究
の
今
後
の
課

題
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
規
定
の
枚
数
も
か
な
り
超
過
し
た
。
本
書
を
完
全
に
読
み
切
っ
て
い
な
い
た

め
の
誤
り
も
多
く
、
当
た
ら
ぬ
紹
介
や
批
判
の
あ
る
こ
と
を
恐
れ
る
も
の
で
あ

る
が
、
書
評
を
も
つ
て
氏
の
学
恩
に
応
え
ん
と
す
る
私
の
微
志
を
汲
み
と
つ
．
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
こ
の
上
な
い
こ
と
で
あ
る
。
　
（
A
5
判
二
六
〇
頁
、
昭
和

三
十
四
年
九
月
　
東
京
大
学
出
版
会
発
行
、
定
髄
廻
五
〇
円
）
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都
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手
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務
省
外
交
文
書
編
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室
勤
務

岡
由
大
学
助
教
授

大
阪
大
学
助
教
授

京
都
大
学
講
師

京
都
大
学
教
授

京
都
大
学
大
学
院
博
士
課
程
単
位
修
得
者

穴
月
例
会

　
見
、

；
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…
セ
月
例
会 　

史
学
研
究
会
例
会
予
告

　
　
六
月
四
臼
　
（
土
）
午
後
一
時
出
発

学
　
会

花
の
寺
－
三
千
寺
－
光
墾
寺
－
向
神
社

参
加
会
費
二
五
〇
円
　
　
　
　
　
　
　
　
（
講
師
交
渉
中
）

○
緑
の
京
都
西
郊
に
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
貞
観
の

　
彫
刻
や
浄
土
教
の
遺
跡
を
訪
ね
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

　
奮
っ
て
御
参
加
下
さ
い
。
な
お
、
参
加
御
希
望
の
方
は
、

　
前
以
て
御
申
込
願
い
ま
す
。

　
　
七
月
二
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
於
京
都
大
学
楽
友
会
館

新
発
見
の
高
句
麗
古
墳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
光
教
一
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
他
一
名
交
渉
申
）
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一3’“ 欝　言ジi忌

鰐
睡
吉
野
川
流
域
平
野
の
農
業
地
理
学
酌
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
地
　
利
瞬

東
海
陶
業
地
域
に
お
け
る
四
日
市
万
古
陶
磁
器

工
業
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
大
灘
　
一
郎

探
険
の
歴
史
か
ら
見
た
チ
ベ
ッ
ト
の
地
理
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
　
緻
明

生
駒
山
脈
東
脳
両
諏
に
お
け
る
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
文
雄

明
治
前
期
葉
煙
草
生
産
の
地
理
学
的
検
討

　
－
明
治
十
年
前
後
よ
り
専
売
制
実
施
に
至

　
る
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林

紀
北
の
織
物
工
業
　
　
　
　
．
　
　
舟
場

　
－
そ
の
変
遷
史
的
考
察
－

我
が
国
製
塩
業
の
地
理
学
的
考
察
　
前
田

ρ
修
士
課
程
〕

明
治
前
期
町
村
制
度
の
地
理
学
的
研
究

　
一
と
く
に
滋
賀
県
の
場
食
　
　
井
戸

近
批
初
期
に
お
け
る
村
落
の
復
元
　
大
脇

　
…
i
土
佐
騰
検
地
帳
を
通
し
て
一

正俊
富正

毅
彦

保庄
彦三

地
動
地
球
説
よ
り
み
た
近
世
農
本
地
理
学
の
意
義

　
－
山
片
蝿
桃
・
司
馬
皇
漢
を
中
心
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
菊
雄

水
田
単
作
地
帯
に
お
け
る
海
摩
砂
丘
地
の
農
業

　
一
越
半
平
野
海
撫
序
砂
丘
地
の
場
合
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
英
夫

長
野
県
に
お
け
る
労
働
力
需
給
の
地
理
学
的
考

察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
田
　
秀
雄

地
方
政
治
地
域
と
経
済
的
潔
立
性

　
i
上
野
市
を
例
と
す
る
機
能
地
域
研
究
の

　
　
一
視
点
i
　
　
　
　
　
　
　
成
田

〔
博
士
課
程
単
位
修
得
者
研
究
発
表
題
費
〕

　
社
会
傾
域
と
績
節
地
域
　
　
　
山
事

　
　
考
古
学
奪
攻

〔
修
±
課
程
〕

　
〃
ス
キ
タ
イ
〃
文
化
の
基
本
的
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中

〔
博
士
課
程
単
位
修
得
潜
研
究
発
表
題
目
〕

　
ウ
ル
「
王
墓
」
の
被
葬
者
に
つ
い
て
　
小
野
山

V　
　
　
会
費
納
入
に
つ
い
て
お
願
い

　
　
最
近
、
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孝
三フロ琢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
…
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
各
位
か
ら
の
会
費
納
入
が
思
わ
し
く
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

な
く
、
た
め
に
財
政
的
に
重
大
な
影
響
を
う
過

て
い
上
す
。
滞
納
の
あ
る
方
は
至
急
御
納
入
下
M

三
ま
す
と
と
も
に
・
で
き
る
だ
け
前
納
下
さ
　

る
・
ゑ
蕨
・
た
・
・
す
．
　
　
一

　
　
な
お
、
御
納
入
会
費
に
紺
し
、
必
要
と
さ
　

れ
る
方
以
外
に
は
、
領
収
書
は
楚
差
上
6
・
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
ま
せ
ん
が
、
「
お
知
ら
せ
」
に
そ
の
旨
記
入
、
蝋

　
捺
印
い
た
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
お
確
か
め
W

下
さ
い
・
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会
へ

　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
」
、
；
：
．
」
ー
ー
；
一
」
．
r
、
、
，
．
、
．
三
．
：
、
ー
ー
引
｝
、
．
　
：
r
く
．
「
v

　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
青
葉
の
に
お
い
を
含
ん
だ
さ
わ
や
か
な
風
の
吹
き

わ
た
る
季
籔
に
な
り
ま
し
た
。
本
号
の
お
属
け
が
印

醐
所
の
都
合
で
、
常
よ
り
は
い
さ
さ
か
お
そ
く
な
り

ま
し
た
。

　
本
号
は
期
せ
ず
し
て
近
代
史
を
取
扱
わ
れ
た
論
考

が
集
中
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
薗
田
氏
の
続
篇
は
次

号
に
ま
わ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

薗
田
氏
並
に
期
待
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
方
々

に
深
く
お
詑
び
致
し
ま
す
。

　
梅
雨
、
そ
し
て
夏
、
碧
く
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
が
、

会
員
の
方
々
の
御
精
励
の
結
山
鴫
が
ど
し
ど
し
と
編
集

机
上
に
集
中
せ
ん
こ
と
を
期
待
し
て
居
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
窯
業
裕
男
）

一章

¥OO

ﾘ塑

?
∫
五
照
卿
欄
　
　
定
価
一
八
O
円

　
史
林
（
第
隅
下
愚
鑓
三
号
）

　
　
　
　
寡
都
粥
左
京
区
吉
照
本
町

　
　
　
　
東
都
大
学
文
学
部
内

発
行
所

印
三
所
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